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 この度、日本核酸医薬学会が発足し、我が国における核酸医薬の開発研究がますます

活性化されることを心から期待しています。本学会の前身となるアンチセンス

DNA/RNA研究会が 1991年に発足して以来、毎年開催されてきたアンチセンスシンポ

ジウムでは、核酸医薬（研究会発足当時はまだ核酸医薬という言葉は使われていません

でした！）の開発に関する基礎から臨床に至るまでの幅広い研究成果が発表され、きわ

めてフランクな雰囲気の中、活発な討論が行われてきました。全く文化や考え方の違う

医者と化学者が同じテーブルについて議論する貴重な場を提供して頂いたことを感謝

しています。今、我々はこの伝統を受け継ぎつつ、新たなステージへ脱皮しようとして

います。今こそ、核酸科学に関わる全ての人々が力を結集して、核酸医薬の実用化とい

う夢を実現しようではありませんか。 

	
 核酸医薬が低分子医薬、抗体医薬に続く次世代の医薬として注目されてからもうだい

ぶ時間が経ちますが、いまだに上市されたものは３品目に過ぎず、この分野における革

新的な技術の創出が求められています。その中で、新しい構造と機能をもつ核酸誘導体

や、それらの生理活性や安定性を高め、標的とする臓器に効率的に輸送する機能を担う

分子の創製はきわめて重要な技術要素となります。そこで、臨床の現場におけるニーズ

と基礎研究におけるものづくりの力が結びつけば、必ずや独創的かつ革新的な我が国独

自の分子技術が生まれると信じています。国際的にも日本の核酸化学、特に合成化学分

野の独創性とレベルはきわめて高く、これまで諸先輩方が築き上げて来たものづくりの

実績と英知は我々の財産です。本学会の化学部会では、核酸医薬開発の大きな柱となる

化学分野における人材と英知を結集し、生物学、医学（臨床）、デリバリー、レギュラ

トリーサイエンスの各部会と密接に連携をとりながら、学会活動を通じて我が国におけ

る核酸医薬に関する研究・教育を推進します。今後、日本核酸医薬学会が、核酸医薬に

関わる幅広い学術分野の第一線で活躍する専門家と、この分野の発展を担う若い世代の

研究者が集い、産官学の枠を越えて、最新の研究成果・学術情報を発信・共有できる場

となるように全力で取り組みたいと考えています。 
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